














































































































































 6 アジア歴史資料センター：https://www.jacar.go.jp/about/materials.html（2020年 9月 29日閲覧）。
 7 國立臺灣圖書館數位資源：https://www.ntl.edu.tw/np.asp?ctNode=1686&mp=1（2020年 9月 29日閲覧）。
 8 中央研究院臺灣史研究所・檔案館：https://archives.ith.sinica.edu.tw/about_list.php（2020年 9月 29日閲覧）。
 9 http://tais.ith.sinica.edu.tw/sinicafrsFront/browsingLevel1.jsp?xmlId=0000320992（2020年 9月 29日閲覧）。


















































































































































































































 15 「彭城邦貞恩給証書下附ノ件」（『台湾総督府公文類纂』明治 39年・永久保存・第 1巻。識別號：T0797_01_005_0001。
冊號 1155 ̶ 文號 21）。履歴書はコマ No. 309-314。「台湾総督府公文類纂」については前掲注 9を参照。
 16 「彭城邦貞外一名命免」（『元台中県公文類纂』明治 30年・永久保存進退・第 5巻。識別號：T0797_08_004_0084。冊



















































































るのは、1876（明治 9）年 9月からだが 24、「履
歴書①」「履歴書②」にあるように、邦貞はこれに












































































































































































 28 「陸軍ニ於テ通訳ニ従事スル者待遇ノ件」（明治 28年勅令第 139号）。前掲岡本「日清戦争期における清国語通訳官」
35-38頁。
26




































































































 30 岡本真希子「植民地統治初期台湾における法院通訳の人事―制度設計・任用状況・流動性 」（『社会科学』第 48巻 4号、
同志社大学人文科学研究所、2019年 2月、79-106頁）、参照。
 31 内閣官報局『職員録　明治 34年（甲）』（印刷局、1901年）790頁。
 32 冨田哲「日本統治開始直後の『台湾土語』をめぐる知的空間の形成」（『多言語社会研究会年報』第 5号、三元社、2009
年、55-77頁）、岡本真希子「植民地統治前半期台湾における法院通訳の使用言語―北京官話への依存から脱却へ」（『社












































































 35 「法院通訳彭城邦貞休職ヲ命セラル」（『台湾総督府公文類纂』明治 37年・永久保存進退・第 11巻。識別號：
T0797_01_004_0211。冊號 1021 ̶ 文號 51）。コマ No. 45-47。
 36 前掲「彭城邦貞恩給証書下附ノ件」（注 15資料）所収。履歴書以外の資料のコマ No. 299-308。
















































































 38 「戦時又ハ事変ニ際シ官吏ニ非スシテ陸軍ノ事務ニ従事スル者ノ待遇ノ件」（明治 37年 2月 10日・勅令第 23号）。「陸軍
通訳採用の件」（JACAR：C06040182800）、「軍務を以て戦地に出発せらるる皇族に隋従する皇族職員取扱方の件」
（JACAR：C06040182900）（「明治 37、8年戦役 陸軍省人事局補任業務課詳報」〔JACAR： C06040182100〕所収：「緒
説」「甲」のうち「第五　陸軍通訳採用ノ件」「第六　軍属待遇ニ関スル内訓ノ件」の 2項）。
29明治前半期の「中国語」通訳・彭城邦貞の軌跡
混在しながら勤務していた。通訳業務の具体的な
活動は不明だが、当時の台湾社会の多言語状況と
それをめぐる新聞紙上の論争などを考えあわせる
ことで、法院通訳業務と邦貞の「中国語」能力に
は齟齬があったのではないかと考察した。
第 4章では、日露戦争開戦後、台湾総督府に事
後通告となる形で非職に持ち込み、陸軍省に自ら
志願して「清語」通訳官として従軍し、台湾を離
れて日露戦争へと身を投じてゆく過程を明かにし
た。日露戦争では「清語」通訳官は多数にのぼ
り、志願による無試験で採用された通訳官も半数
近くを占めた。そのなかで、邦貞の選択は、非職
のプロセスは特異なものであったものの、多くの
「清語」通訳官の選択と軌を一にするものであっ
たといえよう。
なお、最後に、本稿におけるデジタル（數位）
資料の使用の意義を確認しておきたい。彭城邦貞
のように、複数の地域を越境した人物の軌跡を明
かにする際には、複数の地域に関わる調査は不可
欠である。しかし、高級官僚でもなく、いわば無
名の邦貞の場合、まとまった資料は期待しえなか
った。そのため本稿では、軍や総督府関係などの
資料群のなかにある、断片的ともいえる資料を探
し出し、それらを組み上げてゆく手法をとった。
各地域に点と点のように残されている資料を、相
互に突き合わせてゆくことで、その軌跡を浮かび
上がらせたわけである。しかし、こうした手法が
可能となるのは、各資料館のデジタル資料とイン
ターネットによる検索・資料閲覧の環境整備に負
うところが大きい。とりわけ、「コロナ禍」におい
て、国内外の移動もままならないなかでは、これ
まで当然視していた研究・調査環境は激変した。
こうしたなかで、デジタル資料の利用により、研
究の手法の有り方を再考し、資料整理や公開の重
要性を確認することができたと考える。

